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令 和 ６ 年 度 教 育 行 政 方 針 

 

令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法に基づく位置づけが５

類感染症に移行されたことを受けて、スポーツ観戦や各種イベントに賑わいが

戻り、社会経済活動が活性化されております。本市におきましても、基本的な

感染症対策の下、学校における教育活動や文化、スポーツ事業も再開されてき

ました。 

一方で、急速なグローバル化の進展、超スマート社会の実現に向けたデジタ

ル技術の発展など急速な社会の変化とともに、激甚化・頻発化する自然災害や

国際情勢の不安定化など社会問題は多様化・複雑化しており、将来の予測が困

難な時代となっております。 

このような先行き不透明な時代の中、「児童の権利に関する条約」の趣旨を

踏まえた「こども基本法」が令和５年４月に施行され、常にこどもの最善の利

益を第一に考え、こどもに関する取組や政策を社会の真ん中に据えて進めてい

くことが示されました。 

教育委員会では、越谷市の教育大綱である第３期越谷市教育振興基本計画に

おいて、だれもが夢や希望、目標をもって自己実現を果たすことができるよう、

「生きる力」の基盤を育むとともに、生涯にわたり学んだ成果を地域社会に還

元できるような「循環型生涯学習社会」の実現をめざしております。学校教育、

生涯学習および生涯スポーツの３つの分野でそれぞれ基本目標を掲げ、地域の
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皆さまや関係機関と連携しながら、教育施策の一層の充実を進めてまいります。 

それでは、以下、第３期越谷市教育振興基本計画の基本目標に沿って主要な

施策を申し上げます。 

 

まず、基本目標１の「生きる力を育む学校教育を推進する」について、申し

上げます。 

本市の未来を担っていく子どもたちが、自分のよさや可能性を認識するとと

もに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しなが

ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創

り手となることができるよう、知・徳・体のバランスのとれた質の高い学校教

育を実現することが求められております。 

このような学校教育を推進するため、６つの施策の方向である「９年間を見

通した越谷教育を推進する」「確かな学力を育む」「豊かな心を育む」「健やか

な体を育む」「自立する力を育む」「質の高い教育環境を整備する」を掲げ、以

下のとおり重点的な取り組みを進めてまいります。 

第１期小中一貫教育の５年間の研究成果と課題を踏まえ、「学力の向上・自

己肯定感の高揚・学校生活充実感の高揚」を目的として、第２期小中一貫教育

に関する研究指定など、新たな教育課題の解決をめざす研究委嘱を継続して実

施してまいります。また、各校の研究推進に向け、小中一貫教育の研究計画の

作成や研究授業実践への支援を行うとともに、各校のホームページを活用し、
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その取り組みを広く地域に周知するなど、小中学校９年間を見通した系統的・

連続的な取り組みを推進してまいります。 

さらに、学習指導要領の趣旨に基づくカリキュラム・マネジメントの確立に

向けて、各校の取り組みを深化させる研修を実施するとともに、各種アンケー

ト等の結果を活用し、効果的な事例を情報提供するなど、９年間を見通した教

育課程の推進を支援してまいります。特に、学校教育目標に向けた教科等横断

的な授業づくりや地域と連携した授業実践、総合的な学習の時間を中心とした

探究的な学習など、特色ある教育課程の実現を推進してまいります。 

学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを見守り、育成するため、学校

運営協議会と学校応援団の連携・協働体制づくりの支援を行うなど、地域住民

や保護者等の学校運営への参画を促進し、コミュニティ・スクールの充実に取

り組んでまいります。 

（仮称）蒲生学園および（仮称）川柳学園の令和９年度開校に向け、ＰＦＩ

手法を用いながら、新たに旧蒲生小学校敷地内に小中学校が一体となった校舎

や、南中学校敷地内に川柳小学校高学年校舎の建設を進めてまいります。また、

整備に向けた協議・調整を行うため、該当する小中学校の教職員、地域住民お

よび保護者などを構成員とする学校地域準備会等を開催し、小中一貫型小中学

校の整備を進めてまいります。 

さらに、児童生徒数の推移や学校施設の老朽化などを勘案し、「越谷市公共

施設等総合管理計画」を踏まえ、今後の小中学校の規模、配置等の把握・分析
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を進めてまいります。 

児童生徒の学力の向上を図るため、「主体的・対話的で深い学び」の視点か

らの授業改善に係る校内研修の支援や指導資料の周知および活用の推進を図る

ほか、カリキュラム・マネジメントの確立に向けて授業と組織運営の改善を相

互に連動させ、児童生徒一人ひとりの資質能力を育成するわくわく感のある授

業づくりを推進してまいります。 

子どもの多様なニーズに応じるため、指導主事等による学校訪問を通して

「授業づくり・心づくり・規範づくり」に関するブックレットの活用と周知を

図るなど、個を生かし協働的な学びが充実する指導に努めてまいります。 

授業改善に生かすため、国・県の学力調査に加え、本市独自の「越谷市検証

テスト」を実施し、分析結果を踏まえた学校支援に取り組むなど、学力調査等

の活用を推進してまいります。また、タブレット端末を利用して実施する学力

調査（ＣＢＴ）に向けた支援を行ってまいります。 

学習指導要領を踏まえた教育課程を着実に実施するため、授業づくりのポイ

ントの例示や優れた授業動画の提供を行うなど、指導内容・指導方法の改善に

努めてまいります。また、今後の水泳授業のあり方を検討するため、大袋小学

校において民間プールを活用したモデル事業を実施し、その効果を検証してま

いります。 

児童生徒の情報収集・発信・基本操作スキル等の情報活用能力の向上を図る

ため、教職員研修に取り組むとともに、学習支援アプリを中心としたタブレッ
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ト端末の活用方法について調査研究するなど、ＩＣＴ機器を有効に活用した教

育の充実に努めてまいります。 

学習指導要領に基づく小中学校外国語教育の充実に向け、語学指導助手（Ａ

ＬＴ）のティームティーチングにおける効果的な活用や授業者との連携強化に

努めるほか、外国語に係る指導力向上を目的とした研修会の実施など、英語力

向上のために英語教育を一層推進してまいります。 

学習指導要領に示された学校図書館の「読書センター」「学習センター」「情

報センター」としての３つの役割を具現化し、児童生徒の読書活動を一層推進

するため、専門の資格を有する学校司書を増員し、効果的に配置するとともに、

その資質向上や司書教諭・学校図書館運営ボランティアとの連携強化を目的と

した研修会を実施するなど、読書活動を推進してまいります。 

児童生徒の他人を思いやる心や生命を大切にする心、規範意識などを育むた

め、道徳教育振興会議主催の研修会および授業研究会の開催を支援するなど、

道徳教育の振興に努めてまいります。 

非行・問題行動の未然防止に向け、きめ細かな生徒指導を通して児童生徒の

自己肯定感を高めることができるよう、関係機関との連携を深めるとともに、

教員の指導力向上を目的とする研修を実施するなど、生徒指導体制の充実に努

めてまいります。 

教育相談については、発達に悩みを抱える子どもの就学やいじめ、ヤングケ

アラーなど原因や内容が複雑化している状況への適切な対応に向け、小中学校
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と教育相談員や学校相談員をはじめとする専門職および関係機関が連携した組

織的な体制づくりや、相談員の安定的な人数確保など、教育相談体制の充実に

努めてまいります。 

いじめ防止対策の推進については、いじめの早期発見のための市内全校共通

「いきいきアンケート」の実施や、タブレット端末を活用して児童生徒がＳＯ

Ｓを送ることができる「トラブル相談ホットライン」の運用に取り組んでまい

ります。また、学校現場の多様な事案への法的アドバイスを実施するため、ス

クールロイヤーを配置するほか、関係機関との効果的な連携を図り、いじめの

未然防止・早期発見・早期対応・早期解消・再発防止に努めてまいります。さ

らに、児童生徒がタブレット端末やスマートフォン等の機器およびＳＮＳを正

しく活用できるよう、教職員や児童生徒、保護者等を対象とした出前授業・講

座を実施するとともに、家庭において親子で学ぶことができる教材の提供に取

り組むなど、情報モラル教育を推進してまいります。 

児童生徒が人権について正しく理解し、発達の段階に応じた人権感覚を身に

付けられるよう、各校における人権教育年間指導計画の充実に向けた学校支援

や教職員の指導力向上を目的とした研修を実施するなど、学校教育における人

権教育を進めてまいります。 

児童生徒が健康な生活を送るための基礎を 培
つちか

うことができるよう、学校医

等との連携による養護教諭等を対象とした研修会や講演会を実施してまいりま

す。また、命の大切さや性を正しく理解し、互いに尊重し合える関係づくりを
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めざした「生命
い の ち

の授業」や、子どもたちを性被害から守る「生命
い の ち

の安全教育」

を実施するなど、学校保健の充実に努めてまいります。 

児童生徒の健全な心身を育むため、現代の食生活に不足しがちな「野菜」を

食育のテーマとし、献立に積極的に取り入れるとともに、野菜の旬やその栄養

の大切さを教え、理解を深めてまいります。また、「世界の料理」に着目し、

外国の食文化や伝統的な日本の食文化を紹介するなど、学校給食の充実と食育

の推進に努めてまいります。さらに、導入した学校給食費等徴収管理システム

を活用し、学校給食費の適切な徴収管理に努めてまいります。 

児童生徒一人ひとりが環境問題を自らの問題として認識し、持続可能な社会

の担い手となるよう、学校ビオトープを活用した実践活動の充実や、デジタル

化された環境教育資料「しらこばと」の利活用など、環境教育を推進してまい

ります。 

児童生徒が自らの判断に基づいて行動し安全を確保できるよう、各校の防災

訓練や、「学校防災の日」における地域と連携した全小中学校一斉の引き渡し

訓練を実施し、自助・共助の意識を育てる防災教育を行ってまいります。また、

関係機関等と連携を図り、交通安全教室を実施するなど、安全教育の充実に努

めてまいります。 

児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な支援を行うため、専門家

による発達支援訪問指導や、専門性の向上を図る教職員研修を実施してまいり

ます。また、特別な支援を必要とする児童生徒の学習環境を整備するため、障
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がい種に応じた特別支援学級の新設および増設や、通級指導教室の適切な配置

を推進するとともに、特別支援教育支援員の増員と効果的な配置および医療的

ケアを受けることが必要な児童生徒に係る看護職員の配置に努めるなど、特別

支援教育を推進してまいります。 

いじめやヤングケアラーの早期発見など不登校の未然防止に向け、スクール

ソーシャルワーカーや学び総合指導員を学校へ派遣するとともに、教職員向け

の不登校対応リーフレットを作成し周知に努めてまいります。また、不登校児

童生徒の教育機会の確保や学びの保障に向け、オンラインによる授業配信や教

育支援教室の運営、フリースクールとの連携を強化するほか、健やかな成長と

社会的自立のために個々の努力を積極的に評価するなど、不登校児童生徒への

支援に努めてまいります。 

経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して就学費用

の一部を援助するとともに、高校・大学等の入学資金の調達が困難な保護者に

入学準備金の貸付を行い、教育を受ける機会の確保に努めるなど、多様な就学

機会への支援を行ってまいります。 

日本語指導が必要な児童生徒に日本語学習の機会を提供するため、日本語指

導員を増員して効果的に配置し、学校生活における日本語の学習支援や適応支

援を行うほか、日本語指導担当者に対する研修を実施するなど、日本語を母語

としない児童生徒への支援を行ってまいります。 

幼稚園や保育園から小学校教育へ円滑に接続できるよう幼保小連絡会を実施
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するとともに、小学校教員を対象に、幼児教育に関する理解を深めるための情

報を提供し、幼児教育の振興に努めてまいります。 

教職員の指導力を高めるため、教職員個々の経験年数や本市の課題に応じた

研修内容の質の向上を図るとともに、文教大学と連携して大学の持つ専門的な

教育力を活用し、教職員の資質・能力の向上を図ってまいります。 

教職員が健康でいきいきと教育活動を行うことができるよう、定期健康診断

や健康相談を実施するほか、教職員の勤務状況に応じた面接相談に加え、年２

回のストレスチェックを実施するなど、教職員の心身の健康の保持増進に努め

てまいります。 

教職員が児童生徒と向き合う時間を確保し、自らの専門性を高めることがで

きるよう、「越谷市学校における働き方改革基本方針」に基づき、ＩＣカード

を活用した客観的な時間外在校等時間の把握に努めてまいります。また、教職

員の業務の円滑な実施に必要な支援に従事する教員業務支援員（スクール・サ

ポート・スタッフ）を配置し、教職員の負担軽減を図るとともに、負担軽減検

討委員会の運営や業務委託の成果・知見を踏まえて、教職員の働き方改革を推

進し、学校教育の質の維持向上に努めてまいります。 

地域との強い絆で結ばれた教育活動を展開するため、学校応援コーディネー

ターや学校応援団担当教員等を対象とした研修会を開催するなど、学校応援団

の活動のさらなる充実を図ってまいります。また、地域人材や学生ボランティ

ア等による放課後オンライン学習の支援体制および部活動外部指導者や部活動
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指導員による部活動支援体制の整備を行ってまいります。さらに、休日の部活

動の地域移行に向けて、関係機関と連携を図りモデル事業を実施するなど、地

域人材を生かした活動を推進してまいります。 

児童生徒が安全・安心で快適な学校生活を送ることができるよう、老朽化が

進む学校の計画的な改修や省エネルギー対策として照明器具のＬＥＤ化工事の

ほか、熱中症対策として屋内運動場等への空調設備を計画的に設置してまいり

ます。また、教育の質の向上のため、タブレット端末をはじめとするＩＣＴ機

器およびネットワーク環境の整備を進めるなどオンライン学習を推進するとと

もに、情報セキュリティの適切な管理と運用を図るなど、学習環境の整備と充

実に努めてまいります。 

すべての児童に行き届いた教育を一層進めるため、国や埼玉県の方針に基づ

き、小学校６年生において３５人以下学級を実施してまいります。 

 

次に、基本目標２の「生涯にわたる学びを充実し、地域文化を振興する」に

ついて、申し上げます。 

子どもから高齢者まで、幅広い世代が生涯にわたって自らの能力を高めるこ

とができるよう、学習機会を充実するとともに、その成果を地域社会に生かす

ことができる環境づくりをめざしてまいります。また、市民が人生をより豊か

に生きることができるよう、地域文化の振興と普及に努めてまいります。 

生涯学習においては、２つの施策の方向である「生涯にわたる学びを進める」
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「文化活動を充実し、郷土の歴史を継承する」を掲げ、以下のとおり重点的な

取り組みを進めてまいります。 

多様化する市民の学習ニーズに対応するため、市民との協働により、生涯学

習フェスティバルやこしがや市民大学を企画・運営するほか、学習成果を地域

社会やまちづくりに生かすことができるよう、循環型生涯学習社会の担い手育

成の支援に取り組むなど、市民との協働による生涯学習推進体制の充実に努め

てまいります。 

だれもがライフステージ・ライフスタイルに応じて主体的に学ぶことができ

るよう、公民館における各種学級・講座を開催するなど、多様な学習機会の充

実に努めてまいります。 

科学技術体験センターでは、各ライフステージに対し、科学技術への関心を

喚起し、未来を担う創造性豊かな人材の育成を図るため、特色ある企画展など

を開催してまいります。また、小中学校の理科担当教員を対象とした研修や研

究協力を充実させるとともに、小学校３年生・５年生全児童を対象にした科学

実験工作体験授業の実施や、特別な支援を要する児童生徒へ向けた科学工作体

験を実施するなど、特色のある事業の充実に努めてまいります。 

部落差別をはじめとする様々な人権問題に関する正しい理解と認識を深め、

人権意識の高揚を図るため、関係機関との連携により講演会や講座等を開催し、

人権教育の普及・啓発に努めるなど、社会教育における人権教育を推進してま

いります。 
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だれもが利用しやすい図書館をめざすため、電子書籍の整備や障がいのある

方の読書活動を推進する資料整備に取り組むなど、幅広い市民の読書活動を推

進してまいります。また、夏休みの宿題応援講座の開催や中学生による「おす

すめ本紹介」の実施など、学校等と連携して子どもが読書に親しむ機会の提供

に努めてまいります。さらに、野口冨士男文庫の開設３０周年を記念して、記

念誌の発行に取り組んでまいります。 

市民の創作意欲の向上と普及を図るため、文化総合誌「川のあるまち―越谷

文化」を発行し販路開拓に努めるほか、越谷市民文化祭や越谷市美術展覧会、

越谷市県展記念作品展を開催するなど、市民が芸術文化を身近に感じ、鑑賞・

参加することができる環境を整えることにより、芸術文化活動を推進してまい

ります。 

郷土芸能を保存し、後世に継承するため、越谷市郷土芸能祭や郷土芸能体験

教室を開催するとともに、伝統文化への理解を深めるため、こしがや能楽堂を

拠点としたこしがや薪能や能楽体験事業を開催し、鑑賞する機会や体験の場を

提供するなど、特色ある伝統文化の振興に努めてまいります。 

文化財を次世代へ継承するため、市内遺跡の調査を行うとともに、越ヶ谷秋

まつり、石造物および古文書などの調査を実施し、市内に所在する文化財の詳

細の把握に努めてまいります。大間野町旧中村家住宅および旧 東 方
きゅうひがしかた

村
むら

中村家

住宅については、昔のくらしを体験できるイベントの開催など、地域の歴史や

文化に対する市民理解を深める機会の充実を図ってまいります。また、文化財
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の保存と活用を図るため、本市が所有する知的資産をインターネット上でだれ

もが簡単に閲覧できるデジタルアーカイブの充実や利用促進に努めてまいりま

す。さらに、文化財保護事業の拠点となる郷土資料館のあり方については、歴

史資料等を整理して展示や収蔵、活用を検討する際に必要な情報収集に努めて

まいります。 

 

次に、基本目標３の「生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめる

環境をつくる」について、申し上げます。 

スポーツ・レクリエーション活動を通して市民の生きがいづくりや健康の維

持・向上を図るため、多様なライフスタイルにあわせた活動機会の充実に努め

てまいります。また、市民のスポーツ・レクリエーションに対する興味・関心

を高めるとともに、スポーツ・レクリエーション活動を支援する体制の構築を

めざしてまいります。 

生涯スポーツにおいては、２つの施策の方向である「健康ライフスタイルづ

くりを支援する」「スポーツ・レクリエーション活動を支援する環境の充実を

図る」を掲げ、以下のとおり重点的な取り組みを進めてまいります。 

 日頃運動する機会の少ない市民が気軽にスポーツを始められる環境を提供で

きるよう、一般参加者のさらなる拡大に向け、市民体育祭やイベントの充実に

努めるとともに、スポーツ・レクリエーション都市宣言５０周年を記念し、各

種大会等を開催してまいります。また、スポーツ教室については、参加しやす
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い環境を整備するため、開催時間帯や場所の見直しを行うなど、成人の健康・

体力づくりを支援してまいります。 

身近な場所でトップレベルのスポーツが観戦できるよう、プロバスケットボ

ールクラブ越谷アルファーズやプロ野球埼玉西武ライオンズなどプロスポーツ

の試合開催や全国レベルの大会を誘致するなど、スポーツ観戦機会の充実に努

めてまいります。 

 市民との協働によるスポーツ・レクリエーション活動を推進するため、ＳＮ

Ｓ等を活用して、スポーツボランティア制度およびスポーツリーダーバンク制

度の周知に努め、人材の養成や登録者数の拡大を図るとともに、各種大会や教

室等における登録者の活用を促進するなど、スポーツ・レクリエーションに係

る人材を育成してまいります。 

利用者が安心して快適にスポーツ・レクリエーション活動を楽しめるよう、

施設・設備の安全点検や計画的な修繕を行うほか、老朽化が進む庭球場の改修

工事を実施するなど、環境整備に努めてまいります。また、令和６年４月から

供用開始となる越谷市立地域スポーツセンターの利用促進に努めてまいります。 

 

以上、令和６年度の主要な教育施策について申し上げましたが、予測困難な

急激に変化する社会状況の中、力強く、心豊かに生きていくためには、主体的

に行動できる力や多様な人々と協働する力、自ら未来を切り拓くことのできる

力を育むことが教育に求められております。また、教育は学校だけで行われる
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ものではなく、家庭や地域などと連携しながら社会全体で行っていくことが大

切です。 

教育委員会といたしましても、引き続き「生涯学習社会の実現をめざして」

という基本理念のもと、学校教育、生涯学習、生涯スポーツの各分野が相互に

連携を図りながら、さまざまな教育施策を総合的かつ計画的に推進してまいり

ます。 

結びに、「まちづくりは人づくり」という認識のもと、第３期越谷市教育振

興基本計画に基づき、教育行政の公正かつ適切な運営に努めてまいりますので、

議員の皆さま、市民の皆さまにはご理解とご協力をお願い申し上げます。 


